
初夏の長島を彩る
　町民がボランティアで花壇を管理する「ぐるっと一周フ
ラワーロード」など、町内のあちこちでアジサイの花が見
ごろを迎えました。
　鮮やかなアジサイは行き交う人の目を楽しませています。



②

③

⑤

①

第９回夢追い
長島花フェスタ閉幕

④

　

３
月
23
日
か
ら
45
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
夢
追
い
長
島

花
フ
ェ
ス
タ
」
が
５
月
６
日
に
閉
幕

し
ま
し
た
。
期
間
中
は
町
内
外
か
ら

14
万
８
千
人
（
主
催
者
発
表
）
が
春

の
長
島
を
訪
れ
、
メ
イ
ン
会
場
の
サ

ン
セ
ッ
ト
の
丘
や
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
の
丘
、
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
な
ど
町
中
に
咲
き
誇
る
花

ば
な
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

10
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
、町
内
の
幹
線
道
路
で
は
、

交
通
量
の
増
加
で
渋
滞
が
発
生
し
、

飲
食
店
や
道
の
駅
で
は
観
光
客
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
な
ど
、
連
日
活
気
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
入
口
で

は
、
４
月
２
日
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
の

ビ
オ
ラ
で
描
か
れ
た
「
令
和
」
の
花

文
字
が
展
示
さ
れ
、
思
い
思
い
に
記

念
写
真
を
撮
る
来
場
者
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
令
和
最
初
の
来
場
者
で

熊
本
県
山
鹿
市
か
ら
参
加
し
た
渕
上

修
一
さ
ん
、
尚
美
さ
ん
夫
妻
は
「
友

人
に
会
う
た
め
に
、
20
年
ぶ
り
に
長

島
に
来
た
。
令
和
初
は
び
っ
く
り
。

町
い
っ
ぱ
い
に
花
が
植
え
ら
れ
て
感

動
し
た
」
と
喜
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

最
終
日
の
５
月
６
日
、
サ
ン
セ
ッ

ト
の
丘
で
、
第
９
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
長
島

花
の
町
づ
く
り
協
議
会
の
山
﨑
友
喜

会
長
が
「
住
民
や
ス
タ
ッ
フ
の
厚
い

お
も
て
な
し
で
、
多
く
の
か
た
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
。
素
晴
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
川
添
健
町
長

は
「
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
め
る

花
フ
ェ
ス
タ
を
利
用
し
て
、
町
の
経

済
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
景
観
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
東
町
漁
業
協
同
組
合
の
池
田
安

彦
理
事
が
「
自
然
と
共
存
す
る
美
し

い
感
性
あ
ふ
れ
る
長
島
町
を
目
指

し
、
花
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

景
観
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

町
中
の
花
ば
な
に
14
万
人
が
感
動

①咲き誇る花ばなを楽しむ家族連れ（サンセットの丘会場）
②花文字の前で記念品を受け取る令和最初の来場者、
渕上さん夫妻
③約 20 店舗が軒を連ねた「花フェスマルシェ」
④来場者の競り人らが目当ての木を目利き「春の木市
in ながしま」
⑤閉会式で景観賞を受賞した個人・団体代表者（写真
右から池田理事、石橋さん、内村英人校長）

◇
景
観
賞
受
賞
者
◇

　
　
　
　
　
（　

）
は
花
壇
所
在
地

［
個
人
］

　

▽
石
橋　

親
信　
　
　
（
川
床
下
）

　

▽
濵
田
チ
リ
子　
　
　
（
汐　

見
）

［
団
体
］

　

▽
東
町
漁
業
協
同
組
合（
赤　

崎
）

　

▽
長
島
町
立
川
床
小
学
校
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馬場　喜作
73 歳・山門野地区

畠中　陽一
63 歳・鷹巣地区

福嵜　勝行
73 歳・川床地区

丸橋　松志
60 歳・鷹巣地区

岩下　昭人
62 歳・獅子島地区

荒川　和昭
71 歳・平尾地区

川𣷹　英一
70 歳・浦底・諸浦地区

田淵　　健
76 歳・平尾地区

飯尾　政幸
52 歳・城川内地区

𠮷川　秀記
67 歳・下山門野地区

町田　英史
62 歳・蔵之元・指江地区

↑町の特色を生かした森林整備を目指す会員ら

大堂　充博（61）

↑出水地区共進会で最優秀賞を受賞した「やま号」

監
査
委
員
に
大
堂
氏

　

令
和
元
年
第
１
回
長
島
町
議
会

臨
時
会
が
５
月
14
日
に
開
か
れ
、

平
成
30
年
度
長
島
町
一
般
会
計
な

ど
８
会
計
の
補
正
予
算
お
よ
び
地

方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
う
長
島

町
税
条
例
の
改
正
な
ど
の
専
決
処

分
を
報
告
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
長
島
町
監
査

委
員
の
浦
底
信
市
氏
が
平
成
31
年

４
月
３
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た

た
め
、
大
堂
充
博
氏
（
城
川
内
）

を
監
査
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
５
月
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

　
「
長
島
の
森
林
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
設
立
総
会
が
５
月
７
日
、
長

島
町
役
場
庁
議
室
で
あ
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
内
の
認
定
林
業

事
業
体
や
県
森
林
整
備
公
社
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
町
の
豊
か
な
森
林
づ
く

り
や
森
林
整
備
の
普
及
啓
発
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
関
係
者
約
20
人
が
出

席
し
、
規
約
や
役
員
選
出
、
事
業
計

画
な
ど
を
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
学
校
で
の
森
林
体
験
学
習

や
町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を

行
い
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
広
報

農地利用最適化推進委員を決定

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
自
治
体

に
交
付
さ
れ
る「
森
林
環
境
譲
与
税
」

の
活
用
方
法
や
国
が
推
進
す
る
「
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
本
町

で
の
効
率
的
な
実
施
方
法
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。　

　

初
代
会
長
と
な
っ
た
原
口
元
昭
さ

ん
（
有
限
会
社
原
口
林
業
）
は
「
活

動
を
通
じ
て
、
町
の
多
様
な
森
林
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
川
添
町
長
は
「
森
林
環
境
税
を

有
効
活
用
し
、
町
の
特
色
を
生
か
し

た
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

豊かな森林整備
　　　　　を目指して
森林づくり推進協議会が設立

　町農業委員会では、５月７日に長島町農地利用最適化推進委員 11人に委嘱状を
交付しました。任期は、令和４年３月 31日までの３年間です。
　農地利用最適化推進委員は、担い手農家への農地の集積・集約化、耕作放棄地の
発生防止・解消、新規参入の促進を主な柱として活動を行います。
　農地の貸し借り相談など問合せください。
◎問い合わせ先　町農業委員会　☎（88）5674［直通］

長島町
議会
臨時会

　

令
和
元
年
度
長
島
町
春
季
畜
産
共

進
会
が
５
月
16
日
、
毎
床
家
畜
審
査

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
育

成
牛
36
頭
が
出
場
し
、
一
部
・
二
部

の
月
齢
ご
と
の
個
体
審
査
と
比
較
審

査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
賞
に
浦
底
初
男
さ
ん
（
浦
底
）

の
所
有
牛
「
や
ま
号
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
島
町
春
季
畜
産
共
進
会

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

二
部
一
席
　
浦
底
初
男

▽
種
牛
一
部　

９
カ
月
～
12
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　

二
席　

赤
嵜　

清

　
　

三
席　

浦
底
初
男

　
　

四
席　

町
口　

光

　
　

五
席　

宮
路
幸
雄

　
　

六
席　

町
口　

光

　
　

七
席　

浦
底
初
男

　
　

八
席　

脇
田　

泉

　
　

九
席　

山
口　

忠

　
　

十
席　

丸
橋
幸
治

　

令
和
元
年
度
出
水
地
区
春
季
畜
産

共
進
会
は
５
月
28
日
、
出
水
中
央
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水
地
区
内

の
育
成
牛
35
頭
が
２
部
門
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
一
部
に
９
頭
、
二
部
に

６
頭
で
合
計
15
頭
出
場
し
、
二
部
で

は
浦
底
さ
ん
の
所
有
牛
「
や
ま
号
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
種
牛
一
部　

９
カ
月
～
12
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

二
席　

赤
嵜　

清

　
　

三
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　

四
席　

丸
橋
幸
治

出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会

▽
種
牛
二
部　

13
カ
月
～
19
カ
月

　
最
優
秀
賞

　　

一
席　

浦
底
初
男

　
　

二
席　

山
口
正
成

　
　

三
席　

浦
底
初
男

　
　

四
席　

浦
底
初
男

　
　

五
席　

町
田
光
彦

　
　

六
席　

宮
路
健
作

　
　

七
席　

町
口　

光　
　

　
　

八
席　

町
田
光
彦

　
　

五
席　

町
口　

光

　

優
秀
賞

　
　

脇
田　

泉　
　

浦
底
初
男

　
　

宮
路
幸
雄　
　

町
口　

光

▽
種
牛
二
部　

13
カ
月
～
19
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

浦
底
初
男

　
　

三
席　

浦
底
初
男

　
　

四
席　

町
田
光
彦

　
　

六
席　

浦
底
初
男

　

優
秀
賞

　
　

宮
路
健
作

期
待
が
膨
ら
む
長
島
牛
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警戒レベルととるべき行動を
端的に伝えます。

避難勧告の発令を伝えます。

災害が切迫していることを
伝えます。

とるべき行動を伝えます。

水害・土砂災害について、町が出す避難情報と、
国や都道府県が出す防災気象情報を５段階に整理しました。　※ １

警戒レベル 全員避難‼４ で

土砂災害警戒避難情報の
伝え方が変わります

梅雨時期より、［警戒レベル］を
用いた避難情報が発令されます。
町から［警戒レベル３、４］が
発令されたら速やかに避難してください。

心構えを
高める

（気象庁が発表）

警戒レベル
１

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

警戒レベル
２

避難に時間を
要する人は避難

（町が発令）

高
齢
者

避
難
！

な
ど
は

警戒レベル
３

安全な場所へ
避難

（町が発令）

全
員
避
難！

警戒レベル
４

［警戒レベル］で避難のタイミングを伝えます。

［警戒レベル５］（町が発令）はすでに災害が発生している状況です。

■緊急、緊急、警戒レベル４、避難開始。
■こちらは、防災長島町役場です。
■○○地区に土砂災害に関する警戒レベル４、避難勧
告を発表します。
■○○地区では、土砂災害が発生する危険性が非常に
高まっています。速やかに全員避難を開始してくださ
い。
■避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全な場所
に避難するか、屋内の高いところに避難してください。

警　戒
レベル

４
避
難
勧
告
の

伝
達
例

呼び掛けの
一例

【警戒レベル５】は、すでに災害が発生していますが、必ず発令されるものではありません。

【警戒レベル３】や【警戒レベル４】で、
地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

◎問い合わせ先
　役場総務課消防防災係　☎（86）1111［直通］

内閣府　避難勧告 検　索

内閣府　防災情報のページ

■詳しく知りたいかたは内閣府の防災情報のページを
ご覧ください。

スマートフォン用
二次元コード

＜防災気象情報＞

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別情報　　等

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　等

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報　等

これらは、住民が自主的
に避難行動をとるために
参考とする情報です。

【警戒レベル相当情報（例）】

（
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
、
都
道
府
県
が
発
表
）

＜避難情報等＞

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生情報　※２
（町が発令）

警戒レベル４

全員避難

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や自宅内のより安
全な場所に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）※３

（町が発令）

警戒レベル２ 避難に備え、ハザードマップなどにより、
自らの避難行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報など
（気象庁が発表）

警戒レベル３
高齢者などは避難

避難に時間を要するかた（ご高齢のかた、障
がいのあるかた、乳幼児など）とその支援者
は避難をしましょう。その他のかたは、避難
の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者など避難開始

（町が発令）

警戒レベル 避難行動など 避難情報など

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報
（気象庁が発表）

※１　各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。
　　　状況が急変することもあります。
※２　災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令。
※３　地域の状況に応じて緊急的または重ねて避難を促す場合などに発令。

67



○
そ
の
他

　

事
業
導
入
後
３
年
間
に
限
り
事
業

実
績
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

◎
申
し
込
み
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

　

町
で
は
、
特
産
品
直
売
施
設
に
農

産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
や
農
家
の
生

産
意
欲
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
１

ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し

て
み
た
い
か
た
、
農
産
物
の
出
荷
期

間
拡
大
を
目
指
し
た
い
か
た
な
ど
を

対
象
に
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
事
業
対
象
品
目

　

町
内
の
直
売
施
設
出
荷
用
の
「
野
菜
」

　

※
町
内
の
直
売
施
設
は
、「
道
の

駅
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」、「
道

の
駅
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
」、「
獅
子

島
屋
」
を
指
し
ま
す
。

○
採
択
基
準

　

①
１
戸
の
世
帯
で
設
置
す
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と

　

②
受
益
面
積
が
１
㌃　
（
１
０
０

　

平
方
㍍
）
以
上
で
あ
る
こ
と

　

③
ハ
ウ
ス
設
置
予
定
地
が
農
地
で

　

あ
る
こ
と

　

※
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ

　

り
ま
す
。

○
補
助
額

　

事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
２
分

　

の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

○
募
集
人
員
＝
３
人

○
申
込
期
限
＝
７
月
12
日
（
金
）

↑ハウス内で野菜作りに挑戦 ↑事業を利用して設置した１アールハウス

野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業

　

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
は
、
町
に
登
録
さ
れ
た
介
護
相

談
員
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家
族
の
疑

問
、
不
満
な
ど
を
受
け
付
け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
お
よ
び
行
政
と
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
、
問
題
の

改
善
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で

す
。

　

今
年
度
も
６
月
か
ら
介
護
相
談
員
派
遣
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
相

談
員
を
見
か
け
た
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
意
見
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

【
介
護
相
談
員
の
具
体
的
な
活
動
】　

・
介
護
保
険
施
設
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
利
用
者
か
ら
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
。

・
介
護
保
険
施
設
の
職
員
と
意
見
交
換
を
行
う
。

・
相
談
や
苦
情
の
内
容
を
町
へ
報
告
す
る
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

皆
さ
ん
の
意
見
を

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

健康生活は、まずお口から

対　　象 30 歳以上の町民　※令和２年３月 31 日時点

費　　用 無料　※治療は有料です

場　　所
児島歯科医院　☎（86）1266

平尾診療所　　☎（88）3600

期　　間 12 月末日まで　※休診日を除く

内　　容
虫歯の有無、歯ぐきの状態の確認、歯科指導、

歯科相談

注意事項 希望するかたは必ず病院に予約をしてください

▼歯周病検診実施中

　町では、歯と口の健康増進を図るため唾液によっ
て口の中の状態が分かる機器を導入しました。
　「気になるけど歯医者に行くのは怖いな ･･･」、「口
がにおう気がするけど大丈夫かな ･･･」など口に関
する悩みを抱えているかたは少なくありません。
　今後、さまざまな機会に検査ができる環境を整え
ますので、ぜひご利用ください。

▼簡単スピード唾液検査導入

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な
運動で、今年で 69 回目を迎えます。
　皆さんができることから始める、それが大きな力に変わります。

・虫歯菌の存在
・歯の溶けやすさ（酸性度）
・酸を中和する力（緩衝能）
・細菌の増加度（白血球）
・プラークからの影響度（タンパク質）
・口臭の度合い（アンモニア）

唾液検査で分かること

◎問い合わせ先
　役場町民保健課保健予防係
　☎（86）1157［直通］

歯の検診を受けましょう！

社会を明るくする運動
毎年７月は

強化月間
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平成 30年度長島町ふるさと納税
◎問い合わせ先　
　役場地方創生課ふるさと納税係　☎（86）1101［直通］ 心からの寄附に感謝します

※
氏
名
の
承
諾
を
得
た
か
た
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
一
覧
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　平成 30年度長島町ふるさと納税は、全国から 12,738 件、約２億 600 万円の寄附が寄せら
れました。皆さんからいただいた寄附金は、「夢追い獅子島架橋基金事業」、「ぶり奨学金基金
に関する事業」、「景観づくりに係る事業」などに利用される予定です。
　町では、引き続きふるさと納税制度による寄附金を募っています。長島で生まれ育った皆さ
ん、長島に縁のある皆さん、ふるさと納税で町づくりの応援をしてみませんか。
　以下に平成 30年度の寄付者を掲載します。
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長島町で働ける求人情報！
・平成３１年５月７日～５月３１日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。

・令和元年５月７日～５月 31 日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。
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↑受賞作で詠われた軽トラックの前で賞状を手にする篠嵜さん

１
日

３
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日
～
11
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

28
日

29
日

30
日

31
日

石
碑
除
幕
式　
　
　
　
（
う
ず
し
お
パ
ー
ク
）

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

認
定
農
業
者
交
付
式　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

長
島
の
森
林
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
立
総
会（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
監
査　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

離
島
セ
ン
タ
ー
監
事
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

立
石
港
竣
工
式　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
議
会
臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

農
地
海
岸
保
全
協
会
総
会

県
肉
用
牛
振
興
協
議
会

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
実
行
委
員
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

６
月
補
正
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
民
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

県
森
林
整
備
公
社
監
査　
　
　

観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議

会
通
常
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
森
林
整
備
公
社
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
・
水
道
整

備
促
進
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
通
常
総
代
会（
出
水
市
）

鹿
児
島
県
農
業
集
落
排
水
事
業
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
商
工
会
通
常
総
会　
　
　
　
（
鷹
巣
）

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促

進
協
議
会
監
査　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
・
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
総
会

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
・
情
報
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

町
長
相
談

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
建
友
会
総
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

５月

　地域の特色が分かるおみやげ
とご当地キャラクターのおみや
げを紹介します。

　元号に関する疑問に答えてく
れる入門書。
　今いちばん楽しめる本かもし
れません。

藤
井　

青
銅　

著

「
元
号
っ
て
何
だ
？
」

発
行
　
フ
レ
ー
ベ
ル
館

お
み
や
げ
図
鑑西日

本
編

栴
檀
の
花
咲
く
庭
に
亡
夫
想
ふ
生
き
ゐ
て
共
に
働
き
た
し

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

雨
に
濡
れ
一
羽
の
子
燕
止
ま
り
ゐ
る
何
処
に
育
つ
か
や
が

て
飛
び
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

渦
を
巻
く
か
の
黒
の
瀬
戸
眼
下
に
万
葉
歌
碑
の
旅
人
の
令

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

小
夜
中
に
産
牛
の
瓜
白
じ
ろ
と
母
牛
が
息
め
ば
吾
も
力
み

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

満
開
の
白
木
蓮
の
花
溢
れ
空
の
青
さ
が
よ
り
深
く
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

久
び
さ
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
義
母
の
里
に
先
祖
参
り
て
心

安
ら
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

デ
イ
ケ
ア
の
窓
よ
り
見
へ
て
葉
桜
の
下
な
る
白
百
合
淡
く

匂
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

十
三
夜
の
月
中
天
に
白
じ
ら
し
夕ゆ

う
か
げ光
い
ま
だ
町
を
照
ら
し

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

陽
に
向
き
て
笑
ひ
こ
ろ
げ
て
ゐ
る
如
き
庭
の
橙
あ
ま
た
揺

れ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

木も
く
ど
う道
の
下
の
小
流
れ
蝌
蚪
の
紐　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

新
し
き
靴
紐
結
ぶ
四
月
か
な　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

陰
も
良
し
日ひ
な
た向
も
よ
か
り
四
月
か
な　
　
　

二
階
堂
妙
子

列
を
な
す
黄
色
の
帽
子
四
月
晴
れ　
　
　
　

関　

佳
代
美

漁
師
町
若
布
吊
さ
れ
島
日
和　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

［
短
歌
］

東
の
湯
眺
む
伊
唐
の
大
橋
は
八
代
望
み
姿
頼
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

た
の
し
さ
の
つ
づ
く
令
和
に
ま
だ
ま
だ
と
つ
き
あ
い
ゆ
け

る
元
気
に
感
謝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

空
港
の
ニ
オ
イ
バ
ン
マ
ツ
リ
咲
く
頃
か
命
日
な
れ
ば
風
薫

り
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

年
取
る
と
気
分
ゆ
く
と
り
遊
び
場
所
年
取
る
同
士
思
い
で
話

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

西
陽
入
り
盛
夏
の
頃
が
厭
し
そ
う　
　
　
　

宗
方　

清
明

剪
定
の
落
と
す
枝
よ
り
匂
い
立
つ　
　
　
　

大
堂　

正
弘

葉
と
な
り
し
古
墳
の
さ
く
ら
夕
日
差
す　
　

坂
口　

静
子

襟
硬
き
制
服
を
身
に
入
学
す　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

式
終
え
て
お
礼
の
お
茶
に
浜
若
布　
　
　
　

肥
後　

広
行

春
霞か
す
みひ

と
朝
汽
笛
鳴
り
止
ま
ず　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

春
耕
や
父
の
労
苦
の
身
に
染
む
る　
　
　
　

関　

喜
久
雄

ま
か
な
ひ
の
大
き
鍋
釜
竹
の
秋　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

新
元
号
令
和
と
き
ま
る
四
月
か
な　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

唄
鳴
ら
し
ゆ
け
ば
笑
顔
の
人
待
ち
ぬ
こ
の
佳
き
仕
事
移
動
鮮
魚
は

【
受
賞
作
】

　

南
日
本
新
聞
読
者
文
芸
欄
「
南
日

歌
壇
」
の
年
間
最
優
秀
賞
で
あ
る
平

成
30
年
度
南
日
歌
壇
賞
の
年
度
賞
を

篠
嵜
峰
子
さ
ん
（
薄
井
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

篠
嵜
さ
ん
は
週
に
５
日
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
町
内
や
出
水
市
、
阿
久
根
市

な
ど
に
出
向
く
移
動
鮮
魚
販
売
に
従

事
し
、
作
る
短
歌
も
自
ら
の
仕
事
の

内
容
が
多
く
を
占
め
ま
す
。「
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
向
か
え
ば
、
み
ん
な
が
に

こ
に
こ
し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。

嬉
し
い
気
持
ち
と
責
任
感
を
覚
え

て
、
自
分
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
が

身
に
染
み
た
こ
と
を
歌
に
し
た
」
と

受
賞
作
が
生
ま
れ
た
背
景
を
話
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
読
書
や
作
文

が
好
き
で
、
短
歌
は
学
校
の
授
業
で

面
白
い
と
感
じ
て
少
し
ず
つ
作
っ
て

い
ま
し
た
。
８
年
前
か
ら
南
日
歌
壇

に
投
稿
を
開
始
。
南
日
歌
壇
賞
は
３

度
の
佳
作
を
経
て
、
今
回
の
年
度
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。「
話
し
好
き

も
あ
り
、
俳
句
よ
り
も
文
字
数
が
多

い
短
歌
が
好
き
。
後
半
の
七
・
七
の

部
分
で
伝
え
た
い
思
い
を
込
め
る
こ

と
が
で
き
る
」と
自
己
分
析
し
ま
す
。

日
中
は
仕
事
の
た
め
、
作
品
作
り
は

主
に
夜
に
行
い
ま
す
が
、
仕
事
中
の

気
持
ち
や
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
そ
の
場
で
メ
モ
を
取

り
、
自
宅
で
見
返
し
ま
す
。

　
「
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
こ

れ
か
ら
も
仕
事
と
短
歌
を
両
立
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
篠
嵜
さ
ん
は
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

仕事の素晴らしさ詠う
篠嵜さんが南日歌壇賞受賞
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甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
に
規

定
す
る
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火

管
理
に
関
す
る
講
習
の
う
ち
、
甲

種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

７
月
30
日
（
火
）
～
31
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
（
阿
久
根
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
交
流
室
１
・
２

○
募
集
人
員
＝
50
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
ま
で

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
７
月
２
日

消
印
有
効

○
受
講
料
＝
３
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
の
補
助

　

お
使
い
の
レ
ジ
は
、
消
費
税
軽

減
税
率
対
応
レ
ジ
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品

を
扱
う
店
舗
な
ど
は
複
数
税
率
に

対
応
し
た
レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
国
が
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム

導
入
・
改
修
費
用
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
（
３
９
８
）
１
１
１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
還
元
支
援

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
使
っ
た

場
合
、
令
和
２
年
６
月
ま
で
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
国
が
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
対
象
は
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
が
営
む
店
舗
な
ど
で
原
則

全
産
業
が
対
象
で
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
務
局

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
０
）
６
５
５

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
制
度

　
保
護
者
が
交
通
事
故
に
よ
る

死
亡
や
重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な

い
た
め
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が

困
難
な
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を

貸
与
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
り
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
交
通

遺
児
育
英
会
が
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

○
制
度
の
概
要

　

①
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
・

　

重
度
後
遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭

　

の
子
ど
も
が
対
象

　

②
高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学
生

　

に
貸
与

　

③
奨
学
金
は
無
利
息

　

④
奨
学
金

　
　

月
額
２
万
円
～
10
万
円

　

⑤
入
学
一
時
金
貸
与
制
度

　
　

20
万
円
～
80
万
円

　
　
（
１
年
次
１
回
限
り
）

　

⑥
返
済
は
最
長
20
年

　

⑦
入
学
前
の
予
約
申
請
制
度

　

⑧
「
海
外
語
学
研
修
」、「
奨
学

　

生
の
集
い
」
な
ど
高
校
生
向
け

　

制
度
あ
り

　

⑨
「
学
生
寮
」、「
家
賃
補
助
」

　

な
ど
大
学
生
・
専
修
生
向
け
制

　

度
あ
り

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

海
上
保
安
官
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

大
学
校
学
生
と
海
上
保
安
学
校
学

生
の
募
集
を
し
ま
す
。

○
海
上
保
安
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
24
歳
未
満
で
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

７
月
16
日（
火
）～
25
日（
木
）

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
22
日
（
日
）

○
海
上
保
安
大
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
21
歳
未
満
で
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

８
月
22
日
（
木
）

～
９
月
２
日
（
月
）

　

第
１
次
試
験

　
　

10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５

県
立
姶
良
高
専
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
２
年
度
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

○
募
集
科

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
科

○
募
集
人
員
＝
各
課
20
人

○
募
集
期
間

　

・
推
薦
選
考

　
　

９
月
２
日（
月
）～
27
日（
金
）

　

・
一
般
選
考

　
　

９
月
２
日
（
月
）

～
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

○
応
募
資
格

　

・
推
薦
選
考

　
　

高
等
学
校
を
令
和
２
年
３
月

　
　

に
卒
業
見
込
み
で
学
校
の
推

　
　

薦
を
う
け
た
人

　

・
一
般
選
考

　
　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、

　
　

令
和
２
年
３
月
に
卒
業
見
込

　
　

み
の
人
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同

　
　

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

　
　

認
め
ら
れ
る
人

○
そ
の
他

　

６
月
23
日
（
日
）
に
保
護
者
見

　

学
会
を
予
定

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販
売

　

今
年
も
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」
が
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
発
売
期
間　

　

７
月
２
日
（
火
）

～
８
月
２
日
（
金
）

○
抽
せ
ん
日
＝
８
月
14
日
（
水
）

○
販
売
価
格

　

各
１
枚　

３
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
０
０
１

飼
い
犬
の
適
正
飼
養

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
飼
い

犬
が
雷
や
花
火
の
音
に
驚
き
、
放

た
れ
る
こ
と
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
犬
を
飼

い
ま
し
ょ
う
。

○
首
輪
と
鎖
の
確
認

　

首
輪
は
ゆ
る
く
な
い
か
、
鎖
な

ど
は
切
れ
か
か
っ
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
内
飼
育
の
場
合
も
脱
出
経
路

が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
所
有
者
明
示

　

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

を
首
輪
に
装
着
す
る
こ
と
が
狂
犬

病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
迷
い
犬
の
時
も
番
号
か
ら

飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

○
居
な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡

　

居
な
く
な
っ
た
場
合
は
「
そ
の

う
ち
帰
っ
て
く
る
か
も
」
で
は
な

く
、
す
ぐ
に
役
場
へ
連
絡
し
て
か

ら
犬
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
猫
な
ど
の
遺
棄
の
禁
止

　

犬
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を
捨
て

る
こ
と
は
犯
罪
行
為
と
し
て
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

　

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

若
葉
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催　

　

鹿
児
島
県
文
化
振
興
財
団
で

は
、
県
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
優
秀

な
若
手
芸
術
家
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
芸
術
・
文
化
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
令
和

元
年
度
に
登
録
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
・

○
日
時
＝
７
月
３
日
（
水
）

　

午
後
７
時
開
演

○
場
所
＝
宝
山
ホ
ー
ル

○
入
場
料
＝
１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
全
席
自
由
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

宝
山
ホ
ー
ル

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
４
２
２
１
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↑「町長体験」で文書に押印する増田さん

↑ダンスも披露された大盛り上がりのステージ

↑優勝した葛輪Ａチーム

第 14回公民館対抗ゲートボール大会

輪Ａチームが優勝葛
　５月 27 日から 30 日にかけて第 14 回自治公民
館対坑ゲートボール大会が開催されました。
　今回は 19 の自治公民館から 29 チームが参加。
ＡとＢのランク別に予選を行い、各ランクの上位
で決勝大会が行われました。
　選手らは真剣な表情で熱戦を繰り広げ、好プ
レーには歓声や拍手が送られました。
　今回は、チームワークで勝利を重ねた葛輪Ａ
チームが優勝しました。
Ａランク

［優勝］葛輪Ａ［準優勝］唐隈［３位］川床上、山寺Ｂ
Ｂランク

［優勝］本浦Ｂ［準優勝］矢堂Ｂ［３位］本町、浦底Ｂ↑完成を祝い、浮桟橋でテープカット

獅子島港（立石地区）浮桟橋竣工式

心できる生活願う安
　５月 13 日、獅子島港（立石地区）の浮桟橋竣
工式がありました。
　この事業は、平成 28 年度から 30 年度の３年間、
総事業費約１億 8500 万円を投じて完成しました。
　式典には、川添町長や林義明議長、工事関係者、
地元公民館、町関係者ら約 60 人が出席し、港の
安全を祈願した後、テープカットが行われました。
　幣串集落立石地区の委員山田光義さんは、「水
揚げなどで潮の干満差を気にせず使用できてあり
がたい。また、緊急時や急病人の搬送時も役立ち、
安心して生活できる」と喜びました。

中学生職場体験学習

将
　５月下旬、町内の各中学校では、生徒が職業や
社会性を学ぶことなどを目的に職場体験学習を実
施しました。
　５月 22 日から 24 日にかけて、平尾中学校３
年生 13 人は町内の各企業や役場を訪問し、仕事
を学びました。
　欧風菓子コロンブスで、お菓子作りなどを体験
した岩下蓮

れん

さんは「クレープ生地の焼き方が難し
かった」と慣れない経験でも充実した様子でした。
　増田怜

れ い じ

士さんは役場で、行政の仕事や地域おこ
し協力隊の活動を学び、「教わったことを将来に
役立てたい。貴重な経験もできて良かった」と笑
顔で話しました。

来の夢に役立てて
鹿児島情報高校吹奏楽部長島公演

晴らしい演奏に拍手素
　鹿児島情報高校吹奏楽部長島講演が５月 26 日、
町文化ホールで開催されました。
　同部は当日の午前中、長島中学校と鷹巣中学校
の吹奏楽部とともに合同練習を行いました。全国
でも実績のある演奏指導を受けた中学生らは、生
き生きとした様子で音を奏でました。原田幸典顧
問は「基礎を大事に毎日取り組めば、演奏が一気
に上達する」と中学生らに助言しました。
　公演では、「行進曲『春』」などのクラシック音
楽のほか「Love マシーン」など平成のヒット曲
が演奏され、洗練された音色に観客から盛大な拍
手が送られました。

↑ジャガイモを配り、運転の注意喚起と特産品の PR

交通安全ジャガイモ作戦

産品で安全運転を呼び掛け特
　阿久根地区交通安全協会長島西支部（小林信正
支部長）では、令和元年度春の交通安全運動期間
に事故の未然防止を図ろうと、５月３日、役場指
江庁舎駐車場で、恒例の交通安全キャンペーン

「ジャガイモ作戦」を実施しました。
　30 回目となった今回は、同支部役員や地元住
民ら約 45 人が参加。ゴールデンウィーク中で交
通量が多い中、参加者はふかしジャガイモ 400
パックを配りながら、「交通事故に気を付けて」
などと、ドライバーに安全運転を呼び掛けました。

↑令和とともに夫婦の門出を迎えた立切さん夫妻

令和初日に婚姻届

代の節目を記念日に時
　５月１日、町内では記念すべき改元初日に８組
のカップルが婚姻届を提出しました。
　役場の窓口が休日開庁となったこの日。婚姻届
を窓口に提出したカップルは職員から「おめでと
うございます」とお祝いの言葉が贈られると幸せ
いっぱいの表情で喜びました。
　新たな門出を迎えた立切康誠さん、梓さん夫妻
は「記念になるので、この日を選んだ。２人で仲
良く、幸せな家庭を築いていきたい」と笑顔を見
せました。
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花から２節目をカット

10,413 (±０)
  5,050 (＋３)

5,363 (- ３)
  4,502 (＋１)
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い
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ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
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上
げ
ま
す
。

令和元年５月 31日現在
(　) 内は前月比

▽
14
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ー
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し
て
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を
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い
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で
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冊
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歌
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を
見
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マ
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、
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。（
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）

ア
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イ
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管
理
は
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切
な
せ
ん
定
で

　
梅
雨
に
入
り
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち

で
ア
ジ
サ
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が
開
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し
ま
し
た
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、
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イ
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き
れ
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い

せ
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。
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と
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。
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い
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３
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４
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よ
い
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①
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２
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切
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が
ら
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取
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去
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ま
す
。

※
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咲
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枝

の
み
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す
。
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か
な
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す
。

○
ア
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増
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う
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ジ
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ニ
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植
え
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で
初
心
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で
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単
に
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て
る
こ
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ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
宅
の
周
り
な
ど
に
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を
植
栽
し
て
、
景
観
づ
く
り

に
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だ
さ
い
。

◎
問
い
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せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
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観
係

　

☎
（
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）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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開 催 日 程 ＝７月１日（月）　獅子島アイランドセンター（獅子島会場）　開演 :18 時 30 分
　　　　　　　　７月２日（火）　町保健福祉センター（鷹巣会場）　　　　　開演 :18 時 30 分
　　　　　　　　７月３日（水）　町文化ホール（指江会場）　　　　　　　　開演 :10 時 30 分
上 映 時 間 ＝各会場とも 45 分
入 場 料 ＝500 円（当日 700 円）
前売り券販売所＝獅子島幼稚園（獅子島会場）、本浦保育園（鷹巣会場）、鷹巣幼稚園（鷹巣会場）
　　　　　　　　伊唐保育園（鷹巣会場）、風の杜こども園（鷹巣会場）、指江保育園（指江会場）
　　　　　　　　町文化ホール（全会場）、町開発総合センター（全会場）
　　　　　　　　※（　）内の会場の前売り券を販売
問い合わせ先＝町教育委員会社会教育課　☎（88）6500［直通］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１９７
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１５

１０ １３
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２２ ２３

１７ １８ ２０
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６/30 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

２９ ３０ ８/1 ８/2 ８/3３１

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○境田医院 67-2600
○キッズクリニック 63-7707
○白男川歯科医院 63-0009
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

◎特定健診・胃がん検診
（諸浦地区コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診
（獅子島アイランドセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（御所ノ浦高齢者コミュニティセンター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診・胃がん検診
（旧幣串幼稚園）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診
（火ノ浦公民館）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

海の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）
○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○友愛クリニック 64-2101
○よう皮ふ科医院 63-1112
○福原歯科医院 63-2501
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□うらくぼ薬局 82-2539

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

○平尾診療所 88-2595
○鶴見医院 73-0553
○福永内科循環器科 62-8200
○楠元内科医院 62-8600
○塩山歯科医院 62-2634
□会営薬局阿久根店 72-5060
□かりん薬局 64-1400
□ポポロ薬局 63-4630
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
◎結核・肺がん・大腸がん検診

□夏祭り納涼大会
（あづま海水浴場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

○鷹巣診療所 86-0054
○しみずこども医院 68-0633
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○太田歯科クリニック 84-4700
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

□ブリのつかみ取り大会・
あづま CUP2019 ビーチ
バレー大会

（あづま海水浴場）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●７月 15日は海の日です。
　海の日は「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本
の繁栄を願う」ことを趣旨としています。
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